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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
３
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

理
事
会
・
常
任
理
事
会
で
は
、

総
会
に
提
案
す
る
北
海
道
商
工
連

盟（
以
下
道
商
工
連
）と
同
協
同
組

合（
以
下
協
同
組
合
）の
２
０
２
３

年
度
事
業
報
告
と
決
算
・
会
計
監

査
報
告
、
２
０
２
４
年
度
事
業
方

針（
案
）と
予
算（
案
）な
ど
を
承
認

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
道
商
工
連
の
規
約
の

道
商
工
連
・
同
協
同
組
合
の
総
会
は
６
月
27
日

理
事
会
で
議
案
承
認
、役
員
選
考
も
開
始
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ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
攻
防
激
化
（
３
面
）
／
７
月
20
日
は
中
小
企
業
の
日
（
４
面
）

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

岸
田
総
理
が
今
国
会
で
の
解
散

総
選
挙
を
諦
め
た
、
と
の
朝
日
新

聞
報
道
に
接
し
た
。
毎
日
新
聞
の

５
月
連
休
明
け
の
電
話
世
論
調
査

で
「
総
選
挙
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
投

票
す
る
の
か
」
と
い
う
設
問
で
、

立
憲
民
主
党
27
・
３
％
に
対
し
自

民
党
17
・
８
％
と
い
う
結
果
が
大

き
く
左
右
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

毎
日
新
聞
の
倉
重
篤
郎
氏
は
、『
月

刊
日
本
』
６
月
号
で
、
い
ま
自
民

党
が
抱
え
て
い
る
政
治
と
カ
ネ
な

ど
、
支
持
率
低
下
を
も
た
ら
し
て

い
る
全
て
を
解
決
す
る
に
は
、「
総

理
を
辞
任
す
る
」
こ
と
が
「
乾
坤

一
擲
（
け
ん
こ
ん
い
っ
て
き
）」
の

解
決
策
と
述
べ
て
い
る
。
新
し
い

総
裁
・
総
理
の
誕
生
で
世
論
の
流

れ
が
一
気
に
変
わ
り
、
再
び
自
民

党
が
立
ち
直
る
可
能
性
が
十
分
予

想
さ
れ
る
。
果
た
し
て
立
憲
民
主

党
な
ど
野
党
側
は
、
そ
れ
に
対
抗

し
う
る
力
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
国
民
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
、

自
民
党
に
は
な
い
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
が
用
意
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。（
峰
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

と
に
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
総
会
は
役
員

改
選
が
あ
る
た
め
、
役
員
選
考
委

員
会
を
設
置
し
、
井
上
博
己
副
会

長
・
副
理
事
長
を
委
員
長
に
し
て
、

４
人
の
理
事
で
、
選
考
と
内
諾
ま

で
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
５
月
22
日
、２
０
２
４
年
度
定
期
総
会
・

通
常
総
会
に
向
け
た
第
１
１
６
回
理
事
会
と
第
１
３
９
回
常
任
理
事

会
、
第
１
３
３
回
協
同
組
合
理
事
会
を
北
海
道
中
小
企
業
会
館
（
札
幌

市
中
央
区
）で
開
催
し
、総
会
議
案
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
部
改
正
も
提
案
し
ま
す
。

　

規
約
第
３
章
第
12
条
に
「
常
任

理
事
会
」
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、

設
立
当
時
は
組
織
も
大
き
く
、
地

域
組
織
や
専
門
部
会
が
あ
り
、
そ

の
役
割
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
状
の
組
織
運
営
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
か
ら
、『
常
任
理
事
』

と
『
常
任
理
事
会
』
は
置
か
な
い
こ

　北海道商工連盟と同協同組合の令和 6 年

度定期総会・同通常総会を下記の日程で開
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（２）
　

総
会
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

議
題
１　

２
０
２
３
年
度
事
業

報
告
、
同
決
算
報
告
、
同
会
計
監

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

査
報
告
／
監
査
意
見

議
題
２　

２
０
２
４
年
度
事
業

方
針（
案
）　

同
収
支
予
算（
案
）

議
題
３　

北
海
道
商
工
連
盟
規

約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
題
４　

役
員
改
選
に
つ
い
て

議
題
５　

そ
の
他

　

第
６
回
チ
ャ
ラ
ン
ケ
経
済
セ
ミ

ナ
ー
は
５
月
17
日
、ホ
テ
ル
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
。今
回
は
「
政

治
の
目
で
世
界
を
見
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
の
松
本
収
さ

ん
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
横
路
道
政
の
政

策
立
案
や
民
主
党
政
権
で
同
党
政

策
調
査
会
事
務
局
長
・
内
閣
官

房
長
官
秘
書
官
な
ど
を
歴
任
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
峰
崎
直
樹
会
長
の「
チ

ャ
ラ
ン
ケ
通
信
」
５
０
０
号
発
行

記
念
と
し
て
行
わ
れ
、
約
50
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
峰
崎
会
長
が「
チ
ャ
ラ

ン
ケ
経
済
政
策
の
考
え
方
の
背

景
」と
題
し
て
講
演
、
日
本
の
所
得

が
１
億
円
を
超
え
る
と
負
担
率
が

下
が
る
構
造
を
変
え
る
た
め
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
で
所
得
を
正
確
に
把
握

す
る
の
が
導
入
の
目
的
だ
っ
た
と
、

本
来
の
使
命
を
ハ
ズ
レ
、マ
イ
ナ
保

険
証
問
題
な
ど
で
混
乱
す
る
現
在

の
状
況
に
疑
問
を
唱
え
ま
し
た
。

　

松
本
収
さ
ん
は
、
横
路
道
政
の

実
験
と
、
中
央
で
の
民
主
党
政
権

確
立
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

現
場
で
見
た
成
功
や
失
敗
の
例
を

基
に
、
政
界
再
編
の
時
代
に
備
え

て
、成
す
べ
き
こ
と
を
す
る
大
切
さ

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

中
国
恐
怖
症
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
で
護
憲
派
が
消
え
よ
う
と
し
て

い
る
と
警
笛
を
鳴
ら
し
、出
来
事
の

カ
ラ
ク
リ
を
読
み
、
感
情
に
流
さ

れ
な
い
冷
徹
な
計
算
が
国
際
政
治

の
理
解
に
必
要
だ
と
指
摘
。正
義

を
振
り
か
ざ
し
て
、
変
わ
ら
ぬ
現

状
を
他
人
の
せ
い
に
す
る
思
考
態

度
は
、
政
治
の
取
る
べ
き
道
で
は
な

い
と
し
て
、
政
治
の
仕
事
は
、
権
力

ゲ
ー
ム
に
勝
利
し
て
、
そ
れ
を
変

え
る
力
を
手
に
す
る
こ
と
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

「
政
治
の
目
で
世
界
を
見
る
」

第
６
回
チ
ャ
ラ
ン
ケ
経
済
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「政治の目で世界を見る」をテーマに講演する松本収氏



３
　

政
労
使
一
体
の
賃
上
げ
と
な
っ

た
２
０
２
４
年
春
闘
は
、
連
合
の

第
６
回
中
間
集
計（
６
月
３
日
）に

よ
る
と
、
平
均
賃
金
方
式
で
回
答

を
引
き
出
し
た
４
９
３
８
組
合
の

「
定
昇
相
当
込
み
の
賃
上
げ
計
」
は

加
重
平
均
で
１
万
５
２
３
６
円

（
５
・
08
％
）
に
な
り
ま
し
た
。３

０
０
人
未
満
の
中
小
組
合
３
５
１

６
組
合
は
１
万
１
３
６
１
円（
４
・

45
％
）
で
す
。５
月
末
時
点
の
結
果

と
し
て
は
、
比
較
可
能
な
２
０
１

３
年
以
降
最
も
高
く
な
り
ま
し

た
。定
昇
を
除
い
た
賃
上
げ
分
が

明
確
に
分
か
る
３
４
２
３
組
合
の

「
賃
上
げ
分
」は
１
万
０
６
４
８
円

（
３
・
54
％
）、
う
ち
中
小
組
合
２

１
７
８
組
合
は
８
２
９
１
円（
３
・

16
％
）で
、
３
％
を
上
回
っ
た
の
は

賃
上
げ
分
の
集
計
を
開
始
し
た
２

０
１
５
年
以
降
初
め
て
で
す
。

中
小
と
大
企
業
の
格
差
拡
大

　

一
方
、本
年
初
め
て
日
本
商
工
会

議
所（
日
商
）が
中
小
企
業
の
２
０

２
４
年
春
闘
の
結
果
を
６
月
５
日

に
発
表
し
ま
し
た
。従
業
員
数
３

０
０
人
未
満
の
条
件
で
４
月
19
日

〜
５
月
17
日
に
実
施
し
、
１
９
７

９
社
が
回
答
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
る
と
、
正
社
員
の
月
給（
定
昇
と

賃
上
げ
分
を
含
む
）
の
平
均
賃
上

げ
率
は
３
・
62
％
で
、
経
団
連
の

集
計
で
５
・
58
％
だ
っ
た
大
企
業

と
の
格
差
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。政
府
と
労
使
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
賃
上
げ
で
す
が
、
賃

上
げ
の
動
き
は
広
ま
っ
た
も
の
の
、

物
価
高
騰
を
考
え
る
と
、
実
質
マ

イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。日
商
の

３
・
62
％
は
金
額
ベ
ー
ス
だ
と
９

６
６
２
円
で
、
平
均
賃
上
げ
率
を

従
業
員
20
人
以
下
の
企
業
に
絞
る

と
、３
・
34
％
で
し
た
。

業
種
間
の
差
が
目
立
つ

　

ま
た
、
日
商
の
調
査
で
平
均
賃

上
げ
率
を
見
る
と
、業
種
に
よ
る
差

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。最
も
高
か
っ

た
の
は
宿
泊
・
飲
食
業
や
小
売
業

を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
で
４
・
57
％
。

最
も
低
か
っ
た
の
は
医
療
・
介
護
・

看
護
業
の
２
・
19
％
で
し
た
が
、こ

れ
は
公
定
価
格
が
あ
っ
て
事
業
所

単
位
の
上
げ
下
げ
が
難
し
い
業
態

の
せ
い
と
見
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
運
輸
業
の
２
・
52
％

と
い
う
低
い
水
準
は
、零
細
事
業
者

が
多
く
、
交
渉
力
が
弱
い
た
め
、
燃

料
費
や
車
両
経
費
の
価
格
転
嫁
が

進
ん
で
い
な
い
た
め
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
４
月

か
ら
始
ま
り
、政
府
は
６
月
ま
で
に

他
業
種
か
ら
の
参
入
を
認
め
る
か

ど
う
か
方
向
性
を
示
す
方
針
で
し

た
が
、
与
党
内
に
も
慎
重
論
が
根

強
く
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相
と

河
野
太
郎
行
政
改
革
担
当
相
が
５

月
30
日
、岸
田
首
相
と
会
談
し
、期

限
を
設
け
ず
議
論
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

実
績
を
持
つ
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
な

ど
の
ソ
フ
ト
会
社
や
、
投
資
会
社

な
ど
他
業
種
か
ら
の
参
入
を
認
め

る
か
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

河
野
氏
ら
推
進
派
は
、
米
国
の
よ

う
な
全
面
解
禁
で
、
タ
ク
シ
ー
料

金
が
下
が
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
増

え
て
便
利
に
な
る
と
主
張
し
ま
す

が
、慎
重
派
の
斉
藤
氏
ら
は
、地
域

連
合
傘
下
の
道
内
中
小
は
４
・
54
％

日
商
・
全
国
は
３
・
62
％   

９
６
６
２
円

２
０
２
４
春
闘

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
動
き
急　

ハ
イ
タ
ク
業
界
危
機
感

異
業
種
参
入
は
結
論
持
ち
越
し

 
組合規模

 集計 対象組合 加重平均 妥結額 昨年実績額 
昨年比  組合数 人数 ( 定昇・ベア込み） ( 定昇・ベア込み )

 ～ 99 人 81 3,978 人 9,040 円 (3.82％) 6,893 円 (3.13％) 2,147 円 (0.69%)
 100 ～ 299 人 47 8,203 人 12,285 円 (4.95％) 8,179 円 (3.55％) 4,106 円 (1.40%)
 300 人未満計 128 12,181 人 11,129 円 (4.54％) 7,790 円 (3.42％) 3,339 円 (1.12％)
 300 ～ 999 人 26 13,015 人 13,181 円 (5.01％) 10,018 円 (3.69％) 3,163 円 (1.32%)
 1,000 人～　   11 30,411 人 13,526 円 (4.47％) 8,867 円 (3.20％) 4,659 円 (1.27%)
 300 人以上計 37 43,426 人 13,430 円 (4.66％) 9,271 円 (3.36％) 4,159 円 (1.30%)
 計            165 55,607 人 12,978 円 (4.63％) 8,890 円 (3.38％) 4,088 円 (1.25%)

組合規模別賃上げ状況（2024 年 6月 3日）連合北海道集計

や
業
界
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
ま
だ
運
用
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
で
、
期
限
を
決
め
ず
に
、
し

っ
か
り
検
証
す
べ
き
と
主
張
し
て

対
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

推
進
派
の
小
泉
進
次
郎
元
環
境

相
は
、「
期
限
を
設
け
な
い
検
討
と

い
う
の
は
あ
り
え
な
い
。年
内
に
結

論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
注

文
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
欧
州
連

合（
Ｅ
Ｕ
）で
も
、
完
全
自
由
化
は

弊
害
が
多
く
、
統
一
的
に
規
制
の

取
り
組
み
が
検
討
が
さ
れ
て
い
て
、

日
本
で
も
導
入
拡
大
に
は
慎
重
な

議
論
が
必
要
で
す
。

　

国
土
交
通
省
は
５
月
30
日
、
日

本
版
を
改
善
す
る
意
向
を
表
明

し
、
旅
客
運
送
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

バ
ス
会
社
や
鉄
道
会
社
な
ど
で
あ

れ
ば
タ
ク
シ
ー
事
業
の
許
可
を
得

や
す
く
し
て
、
参
入
事
業
者
を
増

や
す
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

道
内
で
は
北
海
道
運
輸
局
が
５

月
22
日
、札
幌
交
通
圏（
石
狩
市
の

厚
田
・
浜
益
地
域
を
除
く
）
で
28

社
59
台
の
運
行
を
認
可
し
て
い
ま

す
。各
社
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
研
修

な
ど
を
実
施
し
て
、
６
月
に
も
運

用
を
始
め
る
予
定
で
す
。



（４）
　

２
０
１
９
年
に
制
定
さ
れ
た

「
中
小
企
業
の
日
」は
、コ
ロ
ナ
禍
も

あ
っ
て
、
認
知
度
が
広
が
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
中
小
企
業
の
存
在
意
義

や
魅
力
を
発
信
し
、
正
し
い
理
解

を
広
く
醸
成
す
る
国
民
運
動
を
展

開
し
よ
う
と
、
中
小
企
業
基
本
法

（
１
９
６
３
年
制
定
）の
公
布
・
施

行
日
で
あ
る
７
月
20
日
を
「
中
小

企
業
の
日
」、
７
月
の
１
カ
月
間
を

「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」と
し

ま
し
た
。

く
み
あ
い
祭
り
は
中
止
に

　

北
海
道
中
小
企
業
中
央
会
（
中

央
会
）が
２
年
前
か
ら
、札
幌
駅
前

地
下
歩
行
空
間（
チ
・
カ
・
ホ
）や

札
幌
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
２
日
間
開

催
し
て
き
た「
く
み
あ
い
祭
り
」が
、

本
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
人
手
不

足
な
ど
の
た
め
と
り
や
め
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
、

北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
（
同

友
会
）が「
２
０
２
４
年
度
中
小
企

ね
ぇ
聞
い
た
？
先
に
何
か
を

言
っ
て
く
れ

「
バ
カ
ン
ス
」
と
妻
が
言
っ
て

る
日
向
ぼ
こ

庭
に
蚊
が
ま
だ
出
る
前
の
い

い
季
節

名
前
か
ら
甘
く
見
て
い
た
糖

尿
病

錠
剤
は
な
ん
で
こ
ん
な
に
転

が
る
の

押
し
ピ
ン
を
和
室
で
無
く
す

恐
ろ
し
さ

無
視
さ
れ
て
猫
な
で
声
で
猫

を
呼
ぶ

後
半
生
知
ら
れ
て
い
な
い
金

太
郎

ペ
イ
ペ
イ
を
平
社
員
と
は
も

う
言
わ
ず

味
噌
糞
と
糞
味
噌
同
じ
こ
と

で
す
か

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
小
さ
き
花

に
会
う

ち
ょ
う
ち
ょ
で
も
カ
ッ
プ
ル
う

れ
し
そ
う
に
見
え

色
々
と
痩
せ
る
思
い
は
し
て

る
け
ど

天
国
で
何
で
君
が
と
い
う
視

線　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

７
月
20
日
は「
中
小
企
業
の
日
」

中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
に
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

業
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
を
７
月

16
日
に
デ
・
ア
ウ
ネ
さ
っ
ぽ
ろ
ビ

ル
１
階
１
０
１
号
室
（
札
幌
市
東

区
北
６
東
４
）で
開
催
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

慶
應
大
経
済
学
部
の
植
田
浩
史
教

授
が
「
中
小
企
業
憲
章
・
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
で
地
域
を
活
か

す
！
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
庁
に
よ
る
と
、
日
本

の
全
企
業
数
に
占
め
る
中
小
企
業

の
割
合
は
99
・
７
％
。従
業
員
数

は
70
・
１
％
で
す
。ま
さ
に
中
小

企
業
は
日
本
経
済
を
支
え
る
屋
台

骨
な
の
で
す
。

　

民
主
党
政
権
下
の
２
０
１
０
年

６ 

月
に
「
中
小
企
業
憲
章
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
全
道
各
地
で
中
小

企
業
憲
章
の
地
域
版
と
い
わ
れ
る

理
念
型
の
「
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
」づ
く
り
が
広
が
り
、
道
経
済

部
に
よ
る
と
、23
年
９
月
現
在
、前

年
同
期
よ
り
２
件
増
え
71 

自
治

体
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


